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106：1092：205（氷河風）

大　畑　哲　夫＊＊

　夏の暑い日に北アルプスや南アルプスなどの山々を汗

を流しながら登っていて，雪渓の残っている沢に到着し

たとたん，心地好い冷たい風を感じとったことのある人

はたくさんいるに違いない．多くの人は，風も雪もある

から他の場所と違って冷たいのだろうと考えるであろ

う．しかし，良く観察すると，この風は多くの場合上流

から来ているということに気がつくであろう．もう少し

良く観察すると，雪渓を外れると，風が余り起こってい

ないことに気がつくであろう．この風は，しばしば雪渓

風と呼ばれていて，雪渓が雪で出来ていて，表面が0。C

以上にはなれないために雪渓上の空気が冷やされた結果

起こっている現象であり，周囲の斜面では起こらないも

のである．このような現象は，雪渓のみならず氷河や氷

原，雪原など雪や氷が斜面に存在していて，しかもそれ

が一定規模以上であればどこにでも起こる可能性はあ

る。　　　　　　　　　　　　　　　i翻華灘獣

　実際200m程度の小さな雪渓でも条件さえ良ければ

1㌣2m／s程度の風が起こる．ただ，この風の厚さは高

々数mであり，風の強さの割に厚さが薄いのが特徴であ

る．しゃがむと風を感じるが，立つと頭の高さには風が

抵とんどないということがしばしばある．第1図に，北

アルプス・剣沢で観測された雪渓風を可視化した写真を

示した．これは雪渓上で，ヘリウムガスをつめた2つの

風船をそれぞれ1mと10mのひもにつなげ雪渓上に落

ちている石に固定して，氷河風が起こっている時をねら

って撮影したものである．この写真を見ると1mの長さ

の方の風船は左側の下流方向へ流されているのに対し，

10mの方は右側の上流方向へ流されている．斜面を下

る薄い風の層が雪渓上に存在していることが分かる．こ

のときの地上1mの風速は2m／s程度であった．

　また降雪量が多い為に数10kmを越す氷河が発達して

いる南米のパタゴニア地方では，風速が4～5m／s，厚
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第1図

＊Glacier　wind　blows　in　the　daytime．

＊＊Tetsuo　Ohata，名古屋大学水圏科学研究所．

←

雪渓風の可視化．石に固定した1mと

10mのひもに風船をつけて撮影した．
矢印で固定点（石）の位置を示し，左

側が下流方向である．撮影場所と日時

北アルプス・剣沢の三田平，1977年7
月4日14：00頃．

1990年3月

さが100mを越す冷たい風が，日中のべつまくなしに氷

河上を吹ぎ続ける．しかもその風の温度は5。C程度で

あり，もうこうなると，心地好いの範囲を越えて，寒く

てしようがないと表現せざるを得なくなる．そして夜に

はかなり弱くなる．第2図に，サン・ラファエル氷河で

この風が顕著に発達した日の氷河上と氷河の外での気

温，風速と氷河上での風向の変化を示した．氷河上の風

は，氷河の外の風とは異なり，風向は日中ずっと上流か

らの東南東の風であり，午前中から夕方にかけて強ま

り，日没とともに弱まる．風速は氷河の外の気温と相関
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第2図
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氷河風の日変化の例．Aは氷河上高さ2m，
MSは氷河上高さ約50mのデータを示し，

AFは氷河の影響の無い地点でのデータで

ある．風向は氷河上2mでの測定による．

場所は，南米チリのパタゴニア北氷床のサ

ソ・ラファエル氷河の末端付近であり，
1983年12月31日の観測結果．

が良いのが特徴である．この風は氷河上で起こっている

為，氷河風と呼ばれるが，物理的には雪渓風と同じ特性

の風である．世界的には，氷河風（Glacier　wind）とい

う方が通りが良い．この風の発生状況を決めている因子

は多数あるが，その中でも発生するのに必要な条件は雪

渓や氷河の外の気温が0。Cよりだいぶん高いことと，

雪や氷に接触して冷えた冷気を拡散させるほどには上空

の風が強くないことの2点に絞ることが出来る．このよ

うな条件を満たしている時に，雪渓や氷河の上流部の面

積が大きければ大きいほど，外の気温が高ければ高いほ

どより強い風が吹く．

　ところで，斜面を下降する風として最も一般的なのは

冷気流，山風や斜面下降風などと呼ばれている風であ

り，普通は夜間に吹いて朝方になると止んでしまう．こ

の風が夜間に限られているのはその原因が放射冷却によ

り地面付近の空気が冷却することだからである．低い雲

がたちこめていたりして，放射冷却が少ししか起こらな

い時には，この風は発生しない．氷河風は，表面付近の

空気が冷えて斜面を下降するという点では冷気流などと

同じであるが，空気が冷却される過程，別の言葉でいえ

ば，冷える原因が全く異なる．その結果氷河風の方は，

氷河の外の気温が高くなる昼間から夕方にかけて強くな

り，夜間に弱まるという特徴を持つ．冷気流の方は，夜

間にのみ起こる．また上流から下流への斜面に沿っての

風の発達の仕方も冷気流が距離の平方根で比例するのに

対し，氷河風の方は距離にほぼ比例する形で発達する．

さらに，それぞれの風が発達するのに適した気温，雲の

状態など気象条件も異なる．たとえば，冷気流の方は，

放射冷却の起こりやすい晴れた夜が好条件であるのに対

し，氷河風の方は，夜昼問わず気温が0。C以上でとに

かく高いことが重要である．

　斜面下降風で思いだすのが南極氷床で起こっている

10m／sを越す強いカタバ風であるが，これも氷河風の

方に属する風かと考える人がいるかもしれないが，これ

は冷気流と同じで基本的には，放射冷却に基づく斜面下

降風である．なぜかというと，南極氷床の外の気温は，

夏期でも0。C位にしか高くならないため，氷河風が吹

くための条件を満たしていないからである．カタバ風が

強まるのは，一年を通して見ると放射収支が大きな負の

値を取る冬期である．カタバ風は放射収支がゼ・付近で

日変化を示す夏期にも吹くが，夜中から午前中にかけて

最も強くなり，冷気流などと同じ様な日変化を示す．

　このように氷河風は，一般的に知られている冷気流等

の夜間に発生する斜面下降風と冷えた空気が斜面を下降

するという点では同じであるが，一味違う顔を持ってい

る．読者の中で雪渓風を体験したい方には，7～8月ご

ろに北アルプスの剣沢雪渓，白馬の大雪渓，針ノ木の大

雪渓に行くことをお勧めする．後二者は，比較的アプP

一チが簡単である．行き方については，市販の旅行ガィ

ドブックを参考にされたい．更に進んで，氷河風を体験

したいという方には，南米パタゴニアのサン・ラファエ

ルなどの氷河，アラスカ南部の氷河などをお勧めする．

行き方については，残念ながら市販の旅行ガィドブッグ

には出ていないので，筆者に直接問い合せていただけれ

ば，情報を提供致します．
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